
かながわの古代寺院

神奈川県古代瓦出土遺跡目録 ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

岡本孝之編

1 本目録は､神奈川県内の古代瓦出土遺跡と関連文献を網羅するものである｡ただし､主要寺院跡(影

向寺跡、宗元寺跡、千代寺院跡、下寺尾寺院跡、国分二寺跡）の関係文献は省略した。本講座の発表要

旨と下記文献を参照されたい。

国立歴史民俗博物館1986 『共同研究「古代の国府の研究｣』国立歴史民俗博物館10

河野一也1990「奈良時代寺院成立の一端について(Ⅱ)-相模国宗元寺の古瓦について-」『神奈川考古』26

村田文夫1991「影向寺の創建と史的展開に関する素描」『三浦古文化』49

河野一也1994「相模国分寺」『関東の国分寺』関東古瓦研究会

昼間孝志1997「武蔵国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

河野一也1997「相模国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

清水信行1997「神奈川県」『古代寺院の成立とその背景』第42回埋蔵文化財研究集会

岡本孝之編1997『下寺尾寺院跡の研究』茅ヶ崎市文化財資料集12

岡本孝之1998「千代寺院跡の研究史的復元」『神奈川考古』34

2遺跡分布図は40万分の1地図（本文第1図）で県内のものを示した。この他に地域別に10万分の

1地図9葉、鎌倉市（1万分の1)、平塚市（2.5万分の1）のものを作成した。瓦拓影図は6分の1で示

した。写真は縮尺不定である。

3平瓦Aは表面などに模骨痕（小札痕）を残すもの、Bはいわゆる一枚造りのものを示す。裏面の叩

き痕から格子目、縄目を区分した。平瓦とあるものはナデ整形のものを示すものがある。

丸瓦Cは有段式（玉縁付）のもの、Dは無段式（行基葺き）のものを示す。また特に示さないものは

B，Dである。軒丸瓦、軒平瓦の出土遺跡は神奈川県では22遺跡である。

横浜市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

1南区弘明寺遺跡 久良寺院跡

2 永田東台 久良窯跡？

3港南区笹下町（松本村中登） 久良官衙跡？

4都筑区池辺町薮根不動原遺跡 都筑集落

5青葉区元石川町平川瓦窯跡 都筑窯跡2
6 平川廃堂跡（瓦窯跡の後背地）

7 奈良町受地だいやま遺跡都筑集落

8 荏田町長者原遺跡 都筑官衙跡
9 荏田町細谷台遺跡 都筑集落

格子目平瓦A，縄目平瓦、丸瓦

布目瓦

縄目平瓦

縄目平瓦

男瓦（行基)、女瓦

鐙・宇瓦

縄目平瓦、丸瓦

瓦

瓦

2～5．9．11～13．15

2～4．12．15

1．5．9．10．15．18

14．15

6．7．8．9

8．9

15．16

15．17

15

文献

1 『新編武蔵国風土記稿』久良岐郡松本村中登に布目瓦出土の記事

2石野瑛1927 『横浜近郊文化史』武相出版

3石野瑛1934 「横浜市永田東台は古代の製陶場」『考古集録』第一

4石野瑛1939 「相模武蔵に於ける古刹と出土瓦」『綜合古瓦研究』第二分冊

S横浜市1958 「律令制時代」『横浜市史』 1
6坂詰秀一1962 「武蔵荏田丘陵生産遺跡の調査」『古代文化』8－5

7考古学研究室1963 「研究室消息」『立正史学』27

8久保常晴．坂詰秀一1967 「神奈川県横浜市平川遺跡」『日本考古学年報』15
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杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
横浜市立港南・笹下中学校社会科1972 『私たちの郷土』

神奈川県県史編集室1975 『神奈川県史資料所在目録（考古第11.12集)』

南区の歴史発刊実行委員会1976 『南区の歴史』

赤星直忠1979 「弘明寺遺鋤『神奈川県史』資料編20考古資料神奈川県

須山幸雄他1981 『薮根不動原遺跡発掘調査報告』横浜市文化財調査委員会

関東古瓦研究会1984 「関東古瓦研究会資料その弐南武蔵編」

奈良地区遺跡群調査団1986 『奈良地区遺跡群』 I下巻受地だいやま遺跡

水野順敏1990「都筑郡衙遺跡（長者原遺跡)」『シンポジウム関東官衙遺跡の検討』茨城県考古学協会

武内広吉1995 『武州久良岐郡地名考』まほろば書房

９
岨
ｕ
ｎ
Ｅ
Ｍ
遁
肥
Ⅳ
焔

川崎市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

橘樹寺院跡

橘樹

橘樹集落

橘樹集落

橘樹集落

橘樹集落

橘樹集落

橘樹寺院跡

都筑寺院跡
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1宮前区野川影向寺遺跡

2 影向寺台遺跡

3 三荷座前遺跡第1地点

4 南菅生

s高津区新作大原

6 新作池ノ谷遺跡

7 上作延1080付近

8多摩区菅寺尾台瓦塚廃堂跡

9麻生区岡上廃堂跡

集落

集落

岡上丸山遺跡 都筑

王禅寺町日吉谷遺跡都筑

（付近に瓦谷戸の地名あり）

黒川・宮添遺跡 都筑

町田市三輪町三輪瓦窯跡 都筑

10

11

集落

窯跡

縄目平瓦、丸瓦

格子目平瓦A，丸瓦

30

13．25

ｎ
Ａ

文献(NQの太字は総論）

1 内藤政恒1954 『菅寺尾台瓦塚廃堂跡調査報告』川崎市文化財調査報告1

2内藤政恒1965 「神奈川県川崎市寺尾台瓦塚廃堂跡（第1期調査)」『日本考古学年報』4

3内藤政恒・倉田芳郎1968 『菅寺尾台廃堂跡第三次発掘調査概報』川崎市文化協会

4古江亮仁1968 「市域のおいたち」『川崎市史』

5坂詰秀一1968 「神奈川県岡上廃堂跡の調査」『古代文化』14－4

6坂詰秀一1969 「瓦心粘土製竃を有する竪穴住居回上」『歴史考古学研究』第一

7坂詰秀-1970 「神奈川県川崎市岡上廃堂鋤『日本考古学年報』18

8神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

9杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
10竹石健二1978 『新作池ノ谷遺跡』川崎市

11福田健司1978 「南武蔵における奈良時代の土師編年とその史的背景」『考古学雑誌』64－1

12赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古資料

13関東古瓦研究会1984 『関東古瓦研究会資料その弐南武蔵編』

14前場幸治1984 『国分寺古瓦拓本集』巻一相模篇

15竹石健二1984 「影向寺周辺遺跡発掘調査報告書」『川崎市文化財調査集録』20

16岡上小学校遺跡発掘調査団1986 『川崎市麻生区岡上小学校遺跡調査略報』

17竹石健二他1986 「川崎市岡上小学校遺跡の調査」『第10回神奈川県遺跡調査・研究発表会』

18菅野和郎1987 「岡上廃寺吐覚」『研究会報』1987年度青山学院大学考古学研究会
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坂詰秀一1988 「寺尾台廃堂跡」『川崎市史』資料編1考古167p

澤田大多郎1988 「岡上丸山遺跡」『川崎市史』資料編l考古

野中和夫他1988 「影向寺周辺遺跡(A～C)」『川崎市史』資料編1考古

竹石健二1989 『神奈川県川崎市麻生区岡上丸山遺跡発掘調査報告書』

菅野和郎1989 「岡上廃堂跡に関する覚書」『研究会報』1988年度第3号青山学院大学考古学研究会

日吉谷遺跡発掘調査団1989 『川崎市麻生区日吉谷遺跡発掘調査報告』

河合英夫1989 『東京都町田市三輪南遺跡群発掘調査報告書』三輪南地区遺跡群発掘調査会

河合英夫1992 「岡上廃堂跡の年代観について一三輪瓦窯跡関連遺物の検討一」『多摩考古』22

坂詰秀一1993 「奈良・平安時代の仏教文化」『川崎市史』通史編1

村田文夫1993 『古代の南武蔵一多摩川流域の考古学一』有隣新書

川崎市市民ミュージアム1995 『川崎市市民ミュージアム収蔵品目録』考古資料1

大坪宣雄1995 『黒川地区遺跡群発掘調査報告書Ⅶ』宮添遺跡

大坪宣雄1996 『川崎市宮前区三荷座前遺跡第1地点発掘調査報告書』

河合英夫1997 「岡上廃堂跡採集の古瓦について」『多摩考古』27

河合英夫他1998 『岡上－4遺跡発掘調査報告書』

川崎市市民ミュージアム1999 『川崎市市民ミュージアム収蔵品目録』考古資料2
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横須賀市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 瓦の種類など郡 種類 文献NQ

1宗元寺跡・曹源寺遺跡御浦寺院跡

2深田廃寺跡 御浦寺院跡

3公郷瓦窯跡 御浦窯跡 軒平瓦、軒丸瓦

4曹源寺裏遺跡 御浦 瓦

5蓮池 御浦 瓦

6公郷町3-116 御浦 瓦

7石井瓦窯跡 御浦窯跡 軒平瓦、丸瓦

8衣笠栄町法塔（佐野町)． 御浦窯跡 ■ ナデ平瓦、丸瓦

9米の台遺跡（小矢部大松寺付近） 縄目平瓦

10八幡神社周辺遺跡 御浦 ナデ平瓦A、縄目平瓦

11芦名浜 御浦寺院跡？ 布目瓦

12芦名十二所神社 御浦 瓦

13乗越遺跡（前田） 御浦窯跡・積出港縄目平瓦板目平瓦

14子安寺跡・子安山頂遺跡御浦寺院跡・窯跡縄目平瓦、ナデ平瓦

4．8．9．10．11．13．14．15・

9．10．11･15

17

17

17

4．8．9．10．11．14．15．16

4．5．8．9．11．13．14．17

9．18

9．10．11･19

4．5．8．9．11

9

2．3．5．8．9．10．11．14．15

2．3．4．5．6．8．9．10．11

文献(NQの太字は総論）

1赤星直忠1935 「相模宗元寺跡」『神奈川県史跡名勝天然記念物調査報告書』 3
2赤星直忠1955 「横須賀市子安寺跡」『日本考古学年報』4

3横須賀市1957 「宗元寺時代」『横須賀市史』

4斎藤彦司1969 「歴史時代の三浦半島三浦半島の古代文化展『かながわ文化財』57.58

S神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

6小出義治1971 「子安地区の伝仏堂跡発掘調査報告」『横須賀市文化財調査報告』 2
7岡本勇1971 「横須賀市博物館建設地内の古瓦発見地点の調査」『横須賀市博物館雑報』

8杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』

9軽部一一1976 「横須賀市秋谷出土の古瓦」『横須賀考古学会年報』19
10赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古資料

11関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

12大塚真弘1988 「律令制度の浸透と人々の暮らし」『横須賀市史』上巻

13横須賀市人文博物館1988 「深田廃寺」「佐野窯吐」『考古資料図録』Ⅲ
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國平健三･河野一也1988 「奈良時代寺院成立の一端について(I)一相模国鎌倉郡の古瓦を中心として－」

『神奈川考古』24

河野一也1990 「奈良時代寺院成立の一端について（Ⅱ）一相模国宗元寺の古瓦について一」『神奈川考古』26

大塚真弘1993 「石井遺跡(NO121)」『埋蔵文化財発掘調査概報集Ⅱ』横須賀市教育委員会

横須賀市人文博物館1993 「佐野窯吐出士遺物」「曹源寺裏遺伽『考古資料図録』Ⅷ

横須賀市人文博物館1994 「米の台遺跡」「大松寺前遺跡出土遺物」『考古資料図録』Ⅸ

横須賀市人文博物館1996 「八幡神社遺跡・同遺跡出土遺物」『考古資料図録』XI

河野一也1997 「相模国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

清水信行1997 「神奈川県」『古代寺院の成立とその背景』第42回埋蔵文ｲﾋ財研究集会
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鎌倉市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

鎌倉官衙跡格子目平瓦A，縄目平瓦、丸瓦

縄目平瓦AB、格子目平瓦A、丸瓦

鎌倉 軒平瓦、丸瓦、格子目平瓦A、縄目平瓦

縄目平瓦、丸瓦

平瓦A、縄目平瓦、丸瓦

寺院域鐙瓦、男瓦、女瓦AB

鎌倉 縄目平瓦

鎌倉集落 縄目平瓦AB、格子目平瓦A，丸瓦

鎌倉集落 丸瓦

鎌倉集落 縄目平瓦、丸瓦

今小路西遺跡

千葉地遺跡

若宮大路周辺遺跡群

蔵屋敷遺跡

諏訪東遺跡

千葉地東遺跡

宇都宮辻子幕府跡

由比ヶ浜中世集団墓地遺跡

長谷小路周辺遺跡

天神山城

9．11

1．2．3

22～25

4

5

6．7．8．10

19

12～16

20

21

1

2

３
４
５
６

文献

1沢寿郎1972 『鎌倉一史蹟めぐり会記録一』鎌倉文化研究会

2大三輪龍彦・手塚直樹1982 『千葉地遺跡』千葉地遺跡発掘調査団

3関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

4小川裕久・服部実喜1984 『蔵屋敷遺跡』鎌倉駅舎改築にかかる遺跡調査会

5貫達人・斎木秀雄1985 『諏訪東遺跡』諏訪東遺跡遺跡調査委員会

6服部実喜・宍戸信吾1986 『千葉地東遺跡』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告10

7大三輪龍彦・斎木秀雄1987 『御成町228-2他地点遺跡』千葉地東遺跡発掘調査団

8國平健三･河野一也1988 「奈良時代寺院成立の一端について(I)一相模国鎌倉郡の古瓦を中心として一｣『神

奈川考古』24

9吉田章一郎・河野真知郎1990 『今小路西遺跡（御成小学校内）発掘調査報告書』鎌倉市教育委員会

10國平健三1990･1991「初期相模国府の所在地について」『えびなの歴史』 1 ．2

11吉田章一郎・宮田真1993 『今小路西遺跡発掘調査報告書（御成町625番2地点)』鎌倉市教育委員会

12大三輪龍彦・斎木秀雄1994 『由比ケ浜4-6-9地点発掘調査報告書』由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査団

13宮田真・森孝子1996 『由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査報告書（由比ケ浜4丁目4番30地点)』鎌倉市

教育委員会

14大三輪龍彦・大河内勉1996 『由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査報告書(由比ケ浜4丁目1134番地点』

15大河内勉・菊川英政1997 『由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査報告書（由比ケ浜4丁目1136番地点、第1次

調査)』

16斎木秀雄･伊丹まどか1997 『由比ケ浜中世集団墓地遺跡発掘調査報告書(由比ケ浜4丁目1136番地点､第2次

調査)』

17河野一也1997 「相模国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

18清水信行1997 「神奈川県」『古代寺院の成立とその背景』第42回埋蔵文化財研究集会

19原廣志1997 『宇都宮辻子幕府跡（小町2丁目361番1地点)』鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13-2

20大河内勉1997 『長谷小路周辺遺跡発掘調査報告書（由比ケ浜3丁目194番40地点)』
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田代郁夫・松山敬一郎1997 『天神山城（山崎字宮廻760番地点)』鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書13-1

大三輪龍彦・宮田真1998 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書(小町2丁目283番6地点)』

大三輪龍彦・菊川英政1998 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書（御成町788番3外地点)』

菊川英政1998 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書（小町2丁目12番15地点)』

大三輪龍彦・手塚直樹1999 『若宮大路周辺遺跡群発掘調査報告書（小町1丁目106番1他地点)．（小町1丁目

116番4他地点)』

創
飽
羽
叫
溺

藤沢市・茅ケ崎市・綾瀬市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

藤沢市宮前・固館遺跡

川名清水遺跡

稲荷・池ノ辺遺跡

長後上ノ原遺跡

上ノ原遺跡

用田・南原遺跡

茅ヶ崎市下寺尾廃寺跡

下寺尾地区

西久保上ノ町遺跡I区

西久保上ノ町遺跡棚区

円蔵下ケ町遺跡(3次）

松林向原B遺跡

綾瀬市小園字南原小園遺跡

早川字大門

早川字新堀淵宮久保遺跡

早川字西山五社神社遺跡

鮪
鮪
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離
離

集落

集落

集落

郷倉

集落

集落

寺院跡

旧河道

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

軒丸瓦平瓦

瓦

縄目平瓦

格子目平瓦

丸瓦

縄目平瓦

平瓦AB，丸瓦CD

平瓦、丸瓦

丸瓦

縄目平瓦

瓦

有段丸瓦

丸瓦

瓦

縄目平瓦、丸瓦

縄目平瓦丸瓦

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｎ
ｎ
Ｅ
Ｍ
巧
陥

2．4

6･寺田氏教示

3．4

18

17

10．11

15．16

5

5

12．14

19

1．4．13

4

4．8

7．9．13

文献

1矢島国雄1977 「神奈川県綾瀬町小園遺跡出土の遺物について」『qrcumPacificj 9
2赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古編

3池ノ辺遺跡調査会・日本考古学研究所1980『池の辺』

4関東古瓦研究会1984 『第8回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

S富永富士雄・大村浩司他1985 『新湘南国道埋蔵文化財調査報告書』

6沢田大多郎1987 「川名清水遺跡」『湘南考古学同好会々報』27

7小滝勉1989 『五社神社遺跡発掘調査概報』五社神社発掘調査団

8國平健三・長谷川厚1990 『宮久保遺跡Ⅲ』神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告15

9小滝勉他1991 『五社神社遺跡発掘調査報告書』綾瀬市埋蔵文化財調査報告1

10中田英他1995 「用田バイパス関連遺跡群」『湘南考古学同好会々報』56

11かながわ考古学財団1996 「用田バイパス関連遺跡群（鳥居前遺跡・南原遺跡)」『年報』 2
12大村浩司1996 「円蔵下ケ町遺駅3次)」『平成7年度・茅ケ崎の社会教育』

13宮滝交二1996 『綾瀬市史』9別編考古

14大村浩司・寺岡早苗1997 「円蔵下ケ町遺跡(3次)」『第7回茅ケ崎市遺跡調査発表会』

1S中村哲也1997a 「香川・下寺尾遺跡群下寺尾地区の調査」『第7回茅ケ崎市遺跡調査発表会』

16中村哲也1997b 「香川・下寺尾遺跡群下寺尾地区北B地点」『第8回茅ケ崎市遺跡調査発表会』

17秋山重美他1997 『神奈川県藤沢市上ノ原遺跡発掘調査報告書』

18寺田兼方他1999 『藤沢市長後上ノ原(NO372)遺跡発掘調査報告書』

19大村浩司1999 「松林向原B遺跡」『第10回茅ヶ崎市遺跡調査発表会』
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海老名市古代瓦出土遺跡一覧

文柵Q(遺跡No)NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など

相模国分寺跡

相模国分尼寺跡

薬師堂跡

上浜田遺跡

上今泉

中原

国分尼寺北方遺跡

国分尼寺

大松原遺跡

望地遺跡

国分南原遺跡

国分宮台

大谷坊原

大谷吉久保

大谷真鯨遺跡

杉久保農学校

大谷向原遺跡

本郷中谷津遺跡

本郷

有馬村

座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座
座

高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高
高

寺院跡

寺院跡

寺院跡

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

集落

寺院跡？

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｗ
、
、
圃
叫
巧
陥
Ⅳ
蛆
姐
別

縄目平瓦、礎石

縄目平瓦

縄目平瓦、丸瓦

縄目平瓦

縄目平瓦、丸瓦

瓦

布目瓦

縄目平瓦、丸瓦

縄目平瓦、ナデ平瓦、丸瓦

瓦

瓦

瓦

縄目平瓦、ナデ平瓦

瓦

縄目平瓦、丸瓦

丸瓦

平瓦、縄目平瓦

平瓦

1.3.5.6(29)･7

3．4(38)･7

5．6(1)

5.6(9)
5(14)･14.17.19

5(18）

10．14

5．6(23)･8

5．6(27)･14

5(30）

5(32）

5(42）

5.6(46)･12

5(50）

5(43)･13

15

9．11．16

2

文献

1 中山毎吉・矢後駒吉1924 『相模国分寺志』海老名村

2石野瑛1939 「相模武蔵に於ける古刹と出土瓦」『綜合古瓦研究』第二分冊

2赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古資料

4國平健三1979 『上浜田遺跡』神奈川県埋蔵文化財調査報告15

5 中央大学考古学研究会1981 『海老名市埋蔵文化財分布調査報告(I)』地図・台帳編

6中央大学考古学研究会1981 『海老名市埋蔵文化財分布調査報告(I)』本文編（中央考古2)

7関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

8江藤昭1984 『海老名望地遺跡』

9本郷遺跡調査団1987 『海老名本郷』Ⅲ

10吉田寿・香村紘-1991 『海老名市国分3336遺跡』

11本郷遺跡調査団1991 『海老名本郷』Ⅷ

12高杉博章1992 『大谷真鯨遺跡』

13滝澤亮1992 『大谷向原遺跡』海老名市遺跡調査会

14須田誠他1”3 『海老名市埋蔵文化財年報』1
1S伊東秀吉1994 『本郷中谷津遺跡第9次調査』

16本郷遺跡調査団1995 『海老名本郷』XI-2

17伊東秀吉他1996 『国分尼寺北方遺跡一第7次・第8次調査』

18伊東秀吉他1998 『望地遺跡・国分尼寺北方遺跡一第12次調査』

19高杉博章1998 『国分尼寺北方遺跡一第16次調査』
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相模原市・城山町・藤野町古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

1相模原市相原田ノ上遺跡
2 相原二本松遺跡
3 橋本遺跡
4 矢掛・久保遺跡

S城山町本郷

6 川尻砂遺跡

7藤野町日連ぼうげいと遺跡

高座

高座

高座

高座

高座

高座

愛甲

集落

集落

集落

集落

窯跡？

集落

集落

０

２

１
７
１

７
７
９
２
７

●
●
勺
Ⅱ
ユ
●

４
３
８
５
１
１
６

瓦丸瓦

瓦
平

丸
目

、
縄

瓦
、

平
瓦

目
平

瓦
縄
目

丸
、
子

、
瓦
格

瓦
瓦
平
、
瓦
瓦

平
平
目
瓦
平
平

目
目
子
平
目
目

縄
縄
格
軒
瓦
縄
縄

文献

1座間美都治1964 「平安時代の相模原」『相模原市史』 1
2杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
3小西雅徳1979 『相原二本松遺跡』相原二本松遺跡発掘調査団

4青木豊・小西雅徳1980 『相原田ノ上遺跡』相原田ノ上遺跡発掘調査団

S江藤昭他1983 『小山矢掛遺跡』相模原市小山矢掛遺跡調査団

6津久井郡文化財調査研究会1984 『津久井郡文化財』史蹟・埋蔵文化財編

7関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

8橋本遺跡調査会1986 『橋本遺跡』歴史時代編

9久保哲三・柳井博1989 『矢掛・久保遺跡の調査』

10相模原市教育委員会1992 「矢掛遺跡(NQ266B)」相模原市埋蔵文化財調査報告17

11城山町1992 『城山町史』1資料編考古・古代・中世

12藤野町1994 『藤野町史』資料編上

厚木市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

恩名片岸遺跡（尼寺原遺跡）

飯山字千頭、飯山廃寺跡

小野字若宮、小野若宮遺跡

中荻野、鳶尾遺跡143住

七沢字大平、鐘ケ嶽16.17丁目遺跡

戸室、寺ケ岡古墳

上依知、城山遺跡

上依知、峯ケ谷戸遺跡

飯山字瓦ケ谷

諦
諦
輔
輔
捌
難
輔
輔

軒丸瓦、平瓦、丸瓦、礎石 2~4．7．9．12

軒丸瓦、平瓦A、縄目平瓦、丸瓦8．9．13

縄目平瓦、丸瓦、熨斗瓦 6．9．14．15

縄目平瓦、丸瓦 5．9

縄目平瓦、丸瓦 10．16

縄目平瓦 17
縄目平瓦 1．18

縄目平瓦、丸瓦 11．19

明治期の瓦生産あり 12

翻
酔
卿
鮮
鮮
鮮
癖
翻

１
２
３
４
５
６
７
８
Ａ

文献

1 『皇国地誌』

2佐藤三郎他1963 「厚木部品敷地内調査経過とその報告」『歴史研究』 8厚木高校歴史研究部

3神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

4杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
5河野喜映1975 『鳶尾遺跡』神奈川県埋蔵文化財調査報告書7

6小野若宮遺跡調査団1976 『小野若宮遺跡』

7赤星直忠1979 「厚木自動車部品工場内遺跡」『神奈川県史』資料編20考古資料

8赤星直忠1979 「飯山廃寺跡」『神奈川県史』資料編20考古資料

9関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』
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飯田孝他1985 「浅間山16.17丁目付近採集資料」『七沢浅間神社とその周辺に関する調査』厚木市文化財

調査報告書第28集

河合英夫他1995 『神奈川県厚木市峯ケ谷戸遺跡発掘調査報告書』厚木市教育委員会

飯田孝・望月幹夫1998 「片岸遺跡」『厚木市史』古代資料編（2）

飯田孝1998 「弘徳寺境内出土品」『厚木市史』古代資料編（2）

北川吉明1998 「小野若宮遺跡」『厚木市史』古代資料編（2）

飯田孝1998 「布目瓦出土遺構について」『厚木市史』古代資料編（2）

飯田孝1998 「鐘ケ嶽16.17丁目付近出土品」『厚木市史』古代資料編（2）

熊坂英世・望月幹夫1998 「寺ケ岡古墳」『厚木市史』古代資料編（2）

飯田孝1998 「城山出土品」『厚木市史』古代資料編（2）

望月幹夫1998 「峯ケ谷戸遺跡」『厚木市史』古代資料編（2）

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

平塚市古代瓦出土遺跡一覧

NQ遺跡名･遺剛Q 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

1四之宮廃寺跡・4

2高林寺遺跡・192

大住寺院跡

大住国府域

８

魂
心
９
４
５０４

通
’
㈹
４
６

．
８
３

６
２

Ｍ
２
．
．
Ｓ

〔
毛
』
●

●
勺
－
０
４

－
５

》
》
確
秘
酔
叫
》
》
刷
柳
冊
Ⅱ
叫
州
蘭

５
３

。
２

９
３

５

７

３
３

１

４

－
平
一
Ｍ
８
判
艸
掴
ね
娚
泌
“
刀
妬
⑲
Ⅱ
叫
叫
匁
叫
叫
諏
Ⅳ
弱
、
弱
弱
別
５
１

２
目
４縄

祉
瓦
瓦

、
刈
丸
丸
瓦
瓦

Ｂ
、
、
丸
丸

Ａ
瓦
瓦
、

瓦
平
瓦
瓦

平
瓦
瓦
瓦

評
繩
伽
Ⅶ
血
縄
目
目

目
平
丸
平

枅
瓦
Ⅶ
繩
咽
丸
瓦
、
瓦
平

瓦
、
縄
瓦
縄

、
平
目
、
目
、
平
瓦
丸
目

瓶
瓶
網
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Ⅶ
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六ノ域遺跡・191 大住国府域

坪ノ内遺跡・189 大住国府域

稲荷前A遺跡・205 大住国府域

諏訪前A遺跡・206 大住国府域

諏訪前B遺跡・208 大住国府域

セノ域遺跡・207 大住国府域

山王A遺跡・209 大住国府域

天神前遺跡・204 大住国府域

山王B遺跡・213 大住国府域

神明久保遺跡・215 大住国府域

構之内遺跡・214 大住国府域

大会原遺跡・188 大住集落

神戸遺跡・'90 大住集落

通り西遺跡・200 大住集落

林A遺跡（四之宮下郷）・20’大住集落

林B遺跡・279 大住集落

鹿見堂B遺跡283 大住集落

道半地遺跡・13 大住集落

十七ノ域遺跡・195 大住集落

本宿B遺跡（豊田本郷)・249大住集落

中原上宿・山王脇遺跡・282大住集落

中原上宿・厚木道遺跡・'62大住集落

御殿D遺跡・172 大住集落

御殿G遺跡・177 大住集落

大原遺跡・294 大住集落；

堂ノロ 大住集落

三角点付近(山王A･セノ域遺跡付近） 国府域
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文献(NQの太字は総論）

1沼田頼輔1927 「相模国府遺跡に就いての一考察」『考古学雑誌』17－6

2武相学園考古学部1962 「平塚市下ノ郷廃寺跡の発掘」『武相文化』155
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武相学園考古学部1963 「平塚北ノ郷古代寺院伽『考古学部活動報告書』4

日野一郎1967 「平塚市下ノ郷廃寺跡」『日本考古学年報』15
高瀬慎吾1970 『新平塚市風土記稿』平塚市教育委員会

神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
明石新1978 「坪ノ内遺跡」『平塚市博物館資料』12

赤星直忠1979 「四之宮廃寺跡」『神奈川県史』資料編20考古資料

杉山博久1980 『諏訪前調査報告』平塚市神田大野遺跡発掘調査団

平塚市博物館1980 「砂丘上の遺跡確認調査報告」『平塚市博物館資料』22

中原上宿遺跡調査団1981 『中原上宿』

小島弘義1982 「諏訪前B遺跡」『諏訪前B・六ノ域』諏訪前B・六ノ域遺跡発掘調査団

小島弘義1984 『四之宮下郷』神田・大野遺跡発掘調査団

関東古瓦研究会1984 『第八回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

小島弘義1985 「四之宮高林寺Ⅱ」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』2

豊田本郷遺跡発掘調査団1985 『豊田本郷』

小島弘義1986 「真土六の域遺伽『平塚市埋蔵文化財シリーズ』1大野小学校遺跡発掘調査団

小島弘義1986 「高林寺遺跡第4地区･第5地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』2高林寺遺跡発掘調査団

小島弘義1987 「真土六の域遺跡Ⅱ」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』3大野小学校遺跡発掘調査団

小島弘義1987 「四之宮諏訪前A」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』4

小島弘義1988 「四之宮諏訪前B・四之宮高林寺遺跡第7地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』6

小島弘義･青地俊朗1989 「四之宮天神前遺馴『平塚市埋蔵文化財調査報告書』S

小島弘義1989 「大原遺跡Ⅲ」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』10
小島弘義1989 「諏訪前B第3地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』13

小島弘義1989 「四之宮諏訪前B・坪ノ内遺跡」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』2

高杉博章1989 『神明久保遺跡第3地区』神明久保遺跡調査団

小島弘義1990 「四之宮高林寺遺跡第8地区・第9地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』16

小島弘義1990 「諏訪前A遺跡第3地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』16

小島弘義1990 「坪ノ内遺跡第4地区・神明久保遺跡第5地区」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』3

青地俊朗1990 「六の域遺跡第7地区」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』3

國平健三1990.1991 「初期相模国府の所在地について」『えびなの歴史』 1 ．2

若林勝司1991 「神明久保遺跡第4地区」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』8

明石新1991 「諏訪前A遺跡第7地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』18

明石新1991 「神明久保遺跡第1地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』19

若林勝司1991 「諏訪前A遺跡第9地区」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』4

明石新1992 「天神前遺跡第7地点・十七ノ域遺跡」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』9

青地俊朗1992 「真土六の域遺跡Ⅲ」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』20

上原正人1992 「六ノ域遺跡第8地区・天神前遺跡第6地点」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』21

大野悟1992 「諏訪前A遺跡第10地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』22

明石新1992 「高林寺遺跡第12地点」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』S

若林勝司1992 「山王A･山王B遺跡隣接地」『平塚市埋蔵文化財緊急調査報告書』s

上原正人1993 「山王A遺跡第2地点・第3地点」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』10

明石新1993 「稲荷前A遺跡第1地点・山王B遺跡第2地点」『平塚市埋蔵文ｲﾋ財シリーズ』23

大野悟1993 「諏訪前B遺跡第6地区」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』23

若林勝司1994 「構之内遺跡第2地点」『新町遺跡他発掘調査報告書』

若林勝司1994 「厚木道遺跡第3地点」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』11
上原正人1994 「道半地遺跡第4地点・諏訪前A遺跡第9地点」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』26

明石新1995 「稲荷前A遺跡第2地点・第3地点・高林寺遺跡第11地点・大会原遺跡」『平塚市埋蔵文明石新1995 「稲荷前A遺跡第2地点・第3地点・高林寺遺跡第11地点・大会原遺跡」『平塚市埋蔵文
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シリーズ』27

明石新1995 「相模国府域の様相」『考古論叢神奈河』4

上原正人1996 「天神前遺跡第8地点」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』13

50

51
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菅沼圭介1996

菅沼圭介1998

栗山姻軍1998

明石新1998

｢林B遺跡第4地点」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』28

｢山王B遺跡第8地点」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』31

｢セノ域遺跡第2地点」『平塚市埋蔵文化財調査報告書』15

｢大住郡域の集落の様相（上)」『列島の考古学』

２
３
４
５

５
５
５
５

大磯町・二宮町・秦野市古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

1大磯町国府本郷・吹切下 余綾寺院跡格子目平瓦A，縄目平瓦

2 国府本郷・馬場（東馬場）余綾

西小磯金久保 余綾散布地布目瓦

西小磯大鼓面 余綾散布地布目瓦

（金久保は文献3の地図上の2と、大鼓面は1と一致する）

3二宮町川匂神社の「網石」 余綾窯跡？平瓦

川匂に瓦屋があった

4秦野市草山遺跡 余綾集落 格子目平瓦A

1～4．6～10．12．13

1～4．7

3．4．7

3．4．7

5．11

5．11

14

文献

1石野瑛1936 「相模（大住・余綾）国府跡研究」『考古集録』第三

2石野瑛1939 「相模武蔵に於ける古刹と出土瓦」『綜合古瓦研究』第二分冊

3神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

4杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
5大場磐雄1975 「楽石雑筆」『大場磐雄著作集』 7
6赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古資料

7関東古瓦研究会1984 『第8回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

8國平健三1990.1991 「初期相模国府の所在地について」『えびなの歴史』 1 ．2

9清水信行1992 「からさわ古窯群出土瓦・補遺」『青山考古』10

10河野一也1993 「奈良時代寺院成立の一端について(Ⅳ)相模国足下郡千代廃寺の古瓦を中心として」『神奈川

考古』29

11杉山博久1994 「考古学的研究の回顧」『二宮町史』通史編

12河野一也1997 「相模国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

13清水信行1997 「神奈川県」『古代寺院の成立とその背景』第42回埋蔵文化財研究集会

14大上周三1990 「草山遺跡Ⅲ」神奈川県立埋蔵文化財センター調査報告18

小田原市・南足柄市・松田町古代瓦出土遺跡一覧

NQ所在地・遺跡名 郡 種類 瓦の種類など 文献NQ

布目瓦余綾小田原市中村原奥ケ入

（川匂奥ケ入城山麓）

千代廃寺跡

千代小字谷津下(南原Ⅶ）

千代192番地

千代廃寺跡東南方

永塚・下曽我遺跡

松田町からさわ瓦窯跡

南足柄市塚原玉峰遺跡

8．181

寺院跡鬼瓦、軒平瓦、軒丸瓦、平瓦AB、丸瓦

包蔵地格子目平瓦A、縄目平瓦、丸瓦1．2．9．11．21

寺院跡？軒丸瓦、平瓦 10
窯跡 加藤.赤星ﾉｰﾄ.22

官衙跡？布目瓦 3．4．9．11

窯跡 軒丸瓦、軒平瓦、平瓦A 5･7･9･11～17･19･20

集落 格子目平瓦A 南足柄市展示資料
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文献

1石野瑛1953 「上府中村古刹跡（千代観音）の考察」『神奈川県文化財調査報告』20

2石野瑛1961 「上府中村古刹跡（千代観音）の考察」『神奈川県大観』 5湘西・湘北

3赤星直忠1961 「小田原市下曽我病院内遺跡概報」『横須賀考古学会年報』 6
4赤星直忠1965 「神奈ﾉ||県小田原市下曽我低地遺跡」『日本考古学年報』13
s赤星直忠1970 「足柄上郡松田町瓦窯跡調査日誌」『神奈川県史研究』 8
6神奈川県教育委員会1971 『神奈川県埋蔵文化財遺跡地図（付遺跡地図地名表)』

7杉山博久1972 「神奈川県下における古瓦出土遺跡地名表」『小田原市文化財調査報告書』 5
8大場磐雄1975 「楽石雑筆」『大場磐雄著作集』 7
9赤星直忠1979 『神奈川県史』資料編20考古資料

10前場幸治1980 『古瓦を追って』 1993『古瓦考』

11関東古瓦研究会1984 『第8回関東古瓦研究会資料その壱相模編』

12清水信行1986 「神奈川県からさわ古窯群出土の瓦をめぐる若干の問題について」『青山学院大学文学部紀要』
28

13吉田章一郎他1986 「松田町からさわ古窯跡群の調査」『第10回神奈川県遺跡柵査研究発表会』

14清水信行他1989 『唐沢・河南沢』東海自動車道改築松田町内遺跡調査会

15國平健三1990.1991 「初期相模国府の所在地について」『えびなの歴史』 1 ．2

16清水信行1992 「からさわ古窯群出土瓦・補遺」『青山考古』10
17河野一也1993 「奈良時代寺院成立の一端について（Ⅳ)相模国足下郡千代廃寺の古瓦を中心として」『神奈川

考古』29

18杉山博久1994 「考古学的研究の回顧」『二宮町史』這波編

19河野一也1997 「相模国」『関東の初期寺院』関東古瓦研究会

20清水信行1997 「神奈川県」『古代寺院の成立とその背景』第42回埋蔵文化財研究集会

21滝澤亮・小池聡・小塚知之1997 『千代南原遺跡第Ⅶ地点謝屈調査報告書』

22岡本孝之1998 「千代寺院跡の研究史的復元」『神奈川考古』34

川崎8．9、横須賀2、藤沢1、海老名4、厚木1、平塚1．11、小田原4に関係する文献として次のものを追補する。

前場幸治1984 『国分寺古瓦拓本集』巻一相模編

資料編挿図一覧

第1図横浜市・川崎市古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

第2図横浜市（南部）古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

第3図横浜市出土古代瓦弘明寺跡 l弘明寺跡3中登（文献10)

第4図川崎市出土古代瓦岡上廃堂跡 9岡上廃堂跡（文献3 ．32．34）

第5図川崎市出土古代瓦寺尾台廃堂跡1 8寺尾台廃堂跡（文献3，文献34）

第6図川崎市出土古代瓦寺尾台廃堂跡2 8寺尾台廃堂跡（文献34）

第7図横須賀市古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

第8図横須賀市出土古代瓦公郷瓦窯跡 3公郷瓦窯跡（文献15.17）

第9図横須賀市出土古代瓦石井瓦窯跡、法塔遺跡他

7石井瓦窯跡(文献15.16） 8法塔瓦窯跡(文献15.17）

9米の台遺跡（文献18） 10八幡神社周辺遺跡（文献19）

第10図横須賀市出土古代瓦宗元寺跡1 1宗元寺跡（文献15）

第11図横須賀市出土古代瓦宗元寺跡2 l宗元寺跡（文献15.17）

第12図横須賀市出土古代瓦深田廃寺跡 2深田廃寺跡（文献13.15）

第13図横須賀市出土古代瓦乗越遺跡、子安遺跡13乗越遺跡（文献9．15） 14子安遺跡（文献9）

第14図鎌倉市古代瓦出土遺跡分布図(1/10,000)

第15図鎌倉市出土古代瓦千葉地遺跡 l千葉地遺跡（文献2）

第16図鎌倉市出土古代瓦千葉地東遺跡1 2千葉地東遺跡（文献8）

第17図鎌倉市出土古代瓦千葉地東遺跡2 2千葉地東遺跡（文献8）
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鎌倉市出土古代瓦由比ヶ浜中世集団墓地遺跡1 4由比ケ浜中世集団墓地遺跡（文献15）

鎌倉市出土古代瓦由比ケ浜中世集団墓地遺跡2 4由比ケ浜中世集団墓地遺跡（文献15）

鎌倉市出土古代瓦由比ケ浜中世集団墓地遺跡3 4由比ケ浜中世集団墓地遺跡（文献15）

茅ケ崎市など古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

茅ケ崎市出土古代瓦下寺尾寺院跡1 丸瓦 7下寺尾寺院跡（下寺尾寺院跡研究会1997）

茅ケ崎市出土古代瓦下寺尾寺院跡2平瓦 7下寺尾寺院跡（下寺尾寺院跡研究会1997）

茅ケ崎市出土古代瓦下寺尾寺院跡3平瓦 7下寺尾寺院跡（下寺尾寺院跡研究会1997）

藤野町古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

相模原市、城山町古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

相模原市、城山町、藤野町出土古代瓦 4矢掛・久保遺跡（文献9） 2二本松遺跡（文献

3） 6川尻砂遺跡(文献11） 7日連ぼうげいと遺

跡（文献12）

厚木市古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

厚木市市出土古代瓦片岸遺跡 1片岸遺跡（文献12）

厚木市市出土古代瓦飯山廃寺跡、小野若宮遺跡2飯山廃寺跡(文献13） 3小野若宮遺跡(文献6、

文献15）

厚木市市出土古代瓦鳶尾遺跡他 4鳶尾遺跡(文献5,文献9） 5鐘ケ嶽遺跡(文献

10.16) 6寺ケ岡遺跡（文献17) 7城山遺

跡（文献18） 8峯ケ谷戸遺跡（文献19）

平塚市古代瓦出土遺跡分布図(125,000)

平塚市市出土古代瓦四之宮下郷廃寺跡、高林寺遺跡

1四之宮下郷廃寺跡（文献14．22．32．41）

平塚市市出土古代瓦六ノ域遺跡 3六ノ域遺跡（文献20.39）

平塚市市出土古代瓦天神前遺跡 10天神前遺跡（文献37)

平塚市市出土古代瓦山王B遺跡他 11山王B遺跡（文献14）

格子目平瓦 通り西遺跡（文献14)、高林寺遺跡（文献16)、諏

訪前A遺跡（文献21)、山王B遺跡（文献44)、稲

荷前A遺跡（文献49)、神明久保遺跡（文献27）

大磯町など古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

大磯町・秦野市出土古代瓦吹切下遺跡他 1吹切下遺跡(文献9･10) 4草山遺跡(文献14)

小田原市など古代瓦出土遺跡分布図(1/100,000)

小田原市・松田町出土古代瓦からさわ瓦窯跡1 4千代192番地遺跡(文献10） 7からさわ瓦窯跡

（文献17）

松田町出土古代瓦からさわ瓦窯跡2 7からさわ瓦窯跡（文献17）

松田町出土古代瓦からさわ瓦窯跡3 7からさわ瓦窯跡（文献17）
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かながわの古代寺院
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かながわの古代寺院
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かながわの古代寺院

第39図小田原市など古代瓦出土遺跡分布図(1/100000)
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神奈川県考古学会1999年度考古学講座

かながわの古代寺院

2000．3．5

発行神奈川県考古学会

会長寺田兼方

編集岡本孝之・伊丹徹

印刷 （株） アルファ

神奈川県考古学会事務局平塚市北金目1117束海大学文学部考古学研究室内

本講座関係幹事

加藤緑、白石浩之、明石新、大坪宣雄、諏訪間順（講座担当幹事)、岡本孝之（担当幹事)、伊丹徹（総務担当幹事）

相模国分寺

相模国分寺瓦
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カヱな力宝才っα＞古イセ寺院一覧
1

一
一

国分寺国分尼寺 影向寺 宗元寺 深田 千葉地 下寺尾 四之宮 吹切 千代

郡・郷 高座高座高座高座 橘樹橘樹 御浦御浦田津 鎌倉 高座寒川 大住 余綾 足下高田

伽藍地規模
伽藍中枢部

2町×3町
124×159m 77×96m 90×70園 100×50日

2町×2町
100×100

伽藍様式
(異説）

法隆寺式国分寺式 法起寺式 法起寺式
法隆寺式
四天王寺式(河）

法起寺式
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寺院地の範囲
（須田勉1998）
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宗元寺復元図

伽藍中枢部 く 伽藍地 く寺院地
(中門・回廊・塔・金堂・講堂）（南大門・僧坊・区画溝など）（付属施設など）

寺域（狭義）＝伽藍地
寺域（広義）＝寺院地
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関東の初期壹睡簔倉壷図(関東古瓦研究会1997)
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●寺院跡

▲寺院跡または関連遺跡

｡
野心 咽

1後田遺跡2平遺跡3金井廃寺4在上遺跡5新宮廃寺6間野谷遺跡7寺井廃寺8入谷遺跡
9上植木廃寺10山王廃寺11奥原廃寺12新保廃寺13護国神社遺跡14桑原峰遺跡15田端廃寺
16馬庭東廃寺17水窪遺跡18山王窪遺跡19五明廃寺20城戸野廃寺21皀樹原廃寺22岡廃寺
23西別府廃寺24馬騎の内廃寺25寺谷廃寺26小用廃寺27勝呂廃寺28女影廃寺29大久保領家廃寺
30影向寺3l浄法寺廃寺32大内廃寺33下野薬師寺34大房地廃寺35宗元寺36深田廃寺＆，
37千葉地遺跡38下寺尾廃寺39吹切遺跡40千代廃寺41小金台廃寺42山田廃寺43埴谷横宿遺跡
44真行寺廃寺45湯坂遺跡46大帷廃寺47菊間廃寺48光善寺廃寺49武士廃寺50今富廃寺

51=B市場廃寺52奉免上原台遺跡53大寺廃寺54九-I-九坊廃寺55岩熊廃寺56結城廃寺
57木下別所廃寺58龍角寺59龍正院廃寺60木内廃寺61長熊廃寺62千葉寺廃寺63大津廃寺
64長者屋敷遺跡65台渡廃寺66山尾権現山廃寺67新治廃寺68茨城廃寺

初期寺院等分布図



卑十丸風<鐙風ンの名称…〆

三重圏16葉複弁蓮華文
（三1噸蓮） 千代

三重圏16葉細弁蓮華文
（三16細蓮）千代

孝藷皇雪擢讓

瀧暴誓弁蓮華麦

蕊
一一、 -●

忍冬蓮華文軒丸瓦、:．

緯．.‐

Ｊ
●
●
、
■

△
■
一
二
一
・
・
勺

●

Ｑ

・

・
〆
“

(I類）

豆讓蕊畜
一●

尋譲雷襄元寺 (S素蓮)深田B葉素弁蓮華文

へ

謹言講手鶉

壱害呈 臺
瀧皐瀞鶴零蕊皐慧誘篝

g』■■

珠文縁6葉単弁蓮華文
（珠6単蓮）国分二寺

6葉単弁蓮華文
（6単蓮）千代

瓦当部 平瓦部MIm
｜
Ｃ

》

一
蝋区外

外

ｊ
』
』

丸瓦部
一

／／縁

下
玉

／

●●

蕊
、

墓
●

罐蜜
劃

識
鋤： u泓酬4"'i上夕

下外区(C) 一

畑一×一

塾
州
側
一
吋
ヅ

瓦当裏面

そ灘
00

一＝

{界線
珠文

脇
区
（
Ｄ
）墓墓灌 中心飾

軒丸瓦、軒平瓦の部分の名称（奈良国立文化財研究所基準資料より転載）

考古学講座『かながわの古代寺院』資料2000年3月5日



茅ケ崎市香川・下寺尾遺跡群出土の漆紙文書（県下初）と木簡

木簡（習書木簡）

上部を欠損する。下部と両側面は原形を保つ。幅2.4cm、残存長15.2cm、厚さ0.55cm

（神奈川県で6遺跡13例目、茅ケ崎市で2遺跡4例目）

漆紙文書（仏典の習書？）

須恵器杯の内面に付着して出土した。杯は漆のパレットとして使用され、紙はそのふた紙として

使用され、漆が付着したことから残存した。杯の底部内面と体部外面には「土」の墨書がある。

同一文字が繰り返し書かれていることから習書の一部で、裏面にも文字がある。文字は仏典に多

出する文字であり、書体も写経体といわれる独特の書体の様相を呈している。

出土状況と伴出遺物

土地区画整理事業に伴う事前調査として香川・下寺尾遺跡群発掘調査団（団長戸田哲也氏）によ

って実施され、下寺尾寺院跡の南側を流れる駒寄川の旧河道が発見された。そこから奈良・平安時

代の遺物が多量に出土したもので、土師器や須恵器、灰釉陶器、瓦のほかに古銭（饒益神宝）、鈴

と思われる金属製品、馬骨、馬歯、植物種子類、砥石、管状士錘、付け札状、曲げ物、槽、弓、櫛、

田下駄、盆、椀、などの木製品、墨書土器、刻書土器と円面硯、須恵器の長頚瓶、浄瓶、横瓶など

の仏器系器種も出土した。時期は8世紀中葉から10世紀前葉のころのものを含む。

遺跡の性格

なんらかの農耕儀礼が下寺尾寺院跡と関連して実施されたものと推定される。時期は9世紀中葉
から10世紀初頭。
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茅ケ崎市文化資料館のご案内

茅ケ崎市中海岸2－2-18BO467-85-1733

（茅ケ崎駅南口から海岸方面へ徒歩15分、茅ケ崎球場の北側）

下寺尾寺院跡出土瓦などを展示しています。

考古学資料のほかに自然、民俗資料の展示があります。

『下寺尾寺院跡の研究』茅ケ崎市文化財資料集第12集

『茅ケ崎市文化資料館調査研究報告』1～7などを販売しています。

大岡越前守菩提寺である浄見寺の前の茅ケ崎市文化資料館別館（和田家住宅）

出土の礎石を展示しています。（相模線香川駅より徒歩 分）
前に下寺尾寺院跡

「
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考古学講座『かながわの古代寺院』正誤表

誤 正

plO 15行本文 日立 常陸

pll l9行参考・引用文献 1997 1992(『多摩考古』第22号）

p40下4.3.2行本文 殊文縁 珠文縁

p41 12行本文 殊文縁 珠文縁

p51 第7図 都築郡 都筑郡
p54下8行本文 N-55o－W N-0｡0'55″－W

p61 5行本文 のに に （「の」トル）

p61 9行本文 「本寺」 「｣膳寺」
p61 22行本文 米B地区 B地区 （「米」トル）

p62 9行本文 掘り込んんで 掘り込んで（「ん」トル）

p62 15行本文 境川 引地川

p62 20行本文 金具 鍔金具

p66 5行本文 かながわ考古財団かながわ考古学財団 ．

p66 遺物一覧表出典文献文献071970坂本彰●他『港北ニュータウン地域内調査報告Ⅱ』
p69 遺物一覧表四ノ宮下郷遺跡2区文字の項目欠落 3L
p71 愛名宮地遺跡3-092･093 斗 斗祁

p72 愛名宮地遺跡3-100･102 斗 斗稚

p72 神明久保遺跡第8地点3-115.116斗 斗猟

p74 村落内寺院など分布図 宋元寺 宗元寺

p89 第15図鉄鉢形土器(1)5-004 上谷本第2 薮根不動原

5-006 藪根不動原 上谷本第2

p90 第16図鉄鉢形土器(2)5-033 コウロ 上吉井南

5-034 上吉井南 コウロ

p97 21行凡例3 22遺跡 26遺跡

plO2海老名市古代瓦出土遺跡一覧9大松原遺跡布目瓦 縄目平瓦
pl43第42図松田町出土古代瓦(2) 欠

plO3～104厚木市古代瓦出土遺跡一覧（追加）

文献2O厚木市教育委員会1998 『南毛利の遺跡展』（遺跡hl)

plO4~106平塚市古代瓦出土遺跡一覧（追加）
29平塚城跡 大住集落 縄目平瓦 文献56

30新町遺跡 大住集落 縄目平瓦 文献46

31稲荷前B遺跡 大住国府域縄目平瓦、格子目平瓦 文献57

32竹之内遺跡 大住集落 平瓦 文献58

33諏訪町C遺跡 大住集落 平瓦 文献59

34王子ノ台遺跡 大住集落 瓦 文献帥

文献56平塚市教育委員会1991 『平塚市埋蔵文化財シリーズ』18
文献57平塚市教育委員会1997 『平塚市埋蔵文化財シリーズ』30

文献58真田・北金目地区遺跡発掘調査団1982 『平塚市真田北金目地区遺跡確認調査概要』
文献59諏訪町C遺跡発掘調査団1997 ‘『諏訪町C遺跡発掘調査報告書』

文献60東海大学1999 『王子ノ台遺跡』Ⅲ

文献61平塚市博物館1998 『相模国府とその世界』（遺跡脱1,3,10）

文献62栗山雄揮1999 「高林寺遺跡第12地点」『平塚市埋蔵文化財シリーズ』33(遺跡血2）

二s舗祷
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民間信仰における仏教の需要正誤表

第17図 ．
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